
〜日常診療で出会う呼吸器診療のスキルを磨こう〜
日時 平成30年2月10日（土曜日）13:00 – 17:00

対象 初期研修医（若手医師や医学生の参加も大歓迎）

プログラム概要

13：00 開会の挨拶
Part 1.  胸部Ｘ線・CT
13：00 異常を見逃さないためのチェックポイント

佐伯祥、藤井一彦
Part 2.  薬剤性肺障害
14：00 早期診断・治療のポイント 赤池公孝

Part 3.
14：30 肺機能の読みかた・考えかた 中村和芳

15：00 スパイロメトリー・呼気NO測定を体験してみよう

15：40 コーヒーブレイク

Part 4.   呼吸不全への対応
16：00 呼吸管理の実際:ネーザルハイフローとNPPV      堀尾雄甲

17：00 閉会の挨拶

会 場 熊本大学医学部附属病院 中央診療棟7階
総合臨床研修センター

【お問い合わせ・事務局】
熊本大学医学部附属病院呼吸器内科 藤井一彦
事務担当 (TEL：096-373-5012, FAX :096-373-5328) 中村和芳
メールアドレス：kokyukinaika@kumamoto-u.ac.jp
共催：熊本大学医学部附属病院呼吸器内科

日本呼吸器学会、日本呼吸器学会九州支部



申込方法
別紙申込書をFAXでお送り下さい
（2/2〆切）。
事務局へのメールでも受付けます。
参加料は無料です。駐車無料券も
準備します。積極的なご参加を
お待ちしております。

・半日限定の集中コースです。日々の臨床に役立つ内容として
いますので、臨床力の向上間違いなしです。

・途中参加、一部参加、当日参加も可能です。
・人工呼吸器はデモ器を用意しています。
・カジュアルな服装でおこしください（白衣でもOK）。

プログラムの紹介

胸部画像診断、特に胸部X線は医師の必須アイテムです。肺癌や
肺炎、特に結核を見逃さないためのチェックポイントを実際の
画像を通して学びます。

胸部X線・CT

呼吸不全への対応
内科医（特に呼吸器内科医）が最も頼りにされる領域です。実
際に人工呼吸器にふれて人工呼吸管理の設定や操作方法を体験
し、ネーザルハイフローやNPPVについて理解を深めます。

（会場案内）

薬剤性肺障害は外国人と比較して日本人に発現が多いことがい
くつかの薬剤で示されており、原因薬剤は多岐にわたります。
その早期診断・治療のポイントを学びます。

薬剤性肺障害

呼吸器疾患の診断・治療効果判定、耐術能評価のために肺機能
は必須のツールです。その基本的な読みかた・考え方を実際の
症例を通して学びます。

肺機能の読みかた・考えかた



FAX
呼吸器診療スキルアップセミナー申込書

送付先：
呼吸器診療スキルアップセミナー
事務担当（熊本大学呼吸器内科 中村和芳）

TEL:  096-373-5012
FAX: 096-373-5328

氏名
（ふりがな）

卒業年度 平成 年卒、 学年 年

所属施設

施設名

〒

TEL : FAX :

＊下記のメールアドレスやホームページからも申込みできます。

【お問い合わせ・事務局】
熊本大学医学部附属病院 呼吸器内科
〒860-8556 熊本市中央区本荘１−１−１
E-mail : kokyukinaika@kumamoto-u.ac.jp
HP :  http://kumamoto-respir.com/
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